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は じ め に

昭和56年 1月には、 38年の素雪に匹敵する大雪に見舞れ、各方面に多大の被害か生じました

か、さいわいにして55年度の発掘調壺ならびに環境整備事業も無事終了しましたので、その概

要を報告することにいたしました。

本年度も新設県道予定地の発掘調杏がありましたが、昭和52年度からの朝倉氏遺跡発掘整備

事業第 3次 5箇年計画に基ずく発掘調査は、 50年度に調査しましたサイゴー寺跡の南側で行い

した 。

この地区にも寺跡らしき屋敷跡と、その周辺にこれまでも確認されている間口 6mほどの小

さな屋敷跡が多数検出されました。これらの屋敷の多くは、せまい袋小路に面して配罹されて

おり、京都の裏町を連想させるものがあります。

これまでのように井戸や石積施設が多数発掘されましたが、炉跡もいくつかみつかりました。

中には炉辺か土間で腿か敷かれていたらしく、槃と粘土が何層も互層になっていました。庶民

の生活の様子がしのばれます。

環境整備事業では、発掘後長い間放置してありました出雲谷地係の屋敷跡を、ようやく芝張

や高木植栽で整備することができました。

また昨年度発揺調査しました下城戸地係の屋敷跡は芝張で、北側の外濠跡には水が滞水する

よう整備し往時の下城戸の構造か想像できるようにしました。そのはか赤渕地係の屋敷跡や館

前の仮駐車場の周辺も整備し、年々増大する見学者の利用の便に供しました。

Cお、今年度の事業の実施にあたり、種々御教示、御協力をいただきました文化庁、特別史

跡一乗谷朝倉氏遺跡調査研究協議会、福井市教育委員会など関係各位、及び城戸ノ内町をはじ

めとする地元の皆様に心から感謝申し上げる次第であります。

昭和 56年 3月

朝倉氏遺跡調査研究所所長

藤 原 武
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第 40 次調査

第40次調査は、福井市城戸の内町字奥間野地籍の北半約 3000m汀こついて昭和55年 7月1日

から開始した。調在は不順な天候のため予定より遅れているか上層については一応終了したの

で報告する 。

調企地区は 、17次調査区の南と、 36次調査区の西とに隣接しており 、両調査での知見をふま

え、南北道路の行方や、 町屋と思われる 小規模屋敷跡の構造、並びに町割の変遷の追求に調査

の主眼をおいた。なお、床土を除去した段階で検出した遺構面を仮りに Iイコウ面とする 。層

序関係については下層の調杏終了を待って記述したい。

発掘された遺構

発掘された主な逍構は道路 4、石組溝18、礎石建物 9、井戸10、石積施設14、炉 4等である 。

この調査区は東西道路 SS 493を基軸にして、道路や溝によ って大きく 3~ 4地区に分けるこ

とかできる 。@ss 1564より西の小規模屋敷群の地区、⑧SS 1565とSD 1574以西の広い屋敷、

なお この地区から SD 1572とSD 1571に限られたc地区を区画することかできる 。⑪ SD 1574 

以束の小規模屋敷群の地区で、こ の地区は広い道路 SS 493に面する 小規模屋敷群◎！と、 川沿

いの幹線道路 SS495から入り込んだ小路 SS 1566、SS 1567に面する 小規模屋敷群＠に分け

ることかできよう。以下各地区ごとに記述する 。

S S493 この東西道路は南北の幹線道路 SS 495に直交し 、何度か改変を受けているか、本来

的には 「サイゴー寺」前の幅か示している ように幅約 7.2m、両側に幅約45cmの石組溝かつき、

合せて 8.lm幅で計画されている 。 しかし、かなり早い時期に SD500以東は道幅約 4.5mに狭

められ、 北側側溝 も廃止される 。また西寄りの山裾の屋敷へ登っていく部分（約15m)も幅か

3.5mと狭くな って いる 。この登り坂の一部に階段状にな った 四枚の笏谷石かあ った。登 り坂

の部分を除いては 、道路の中程幅約2.4m分だけに砂利か敷かれている 。

S D501・1590 この石組溝は山裾より SD 1580まで約65mあり、途中 SD 1567、SD500とSD

1571、SD 1572か合流する 。上層までの調査では 、SD 1574か合流する地点か ら東 7m分が不

明で、この付近は後世の排水管か走っており、また焼土も厚く堆積して後世の攪乱か予想され

る。 しかし、 SXl672、1673か SD 1590の延長線上にあり 、最終末の時期に は溝のこの付近か

埋められていた可能性も考えられる 。

A区 S S 1564は東西道路、 SS493に直交する幅約 1.8 m (S D 1568を含む）、長さ約19.2m

の袋小路で、全面に砂利を敲き締めている。 小路に関連して自然石 3枚からなる石橋 SX 1623 

かかかっている 。この小路以西 3区画からなる小規模屋敷群かR区である。 北端の小規模屋敷
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は、隣りと SD 1568で区画されている 。間口は約 4.7m、奥行 9mを測 り、 道路よ リ一段高く

なっている 。内に3.8mX7.4mの礎石建物 SB 1550が建っている 。建物内には洗場と推定され

る石敷遺構 SX 1635と、その西側に円形の笏谷石製の炉かおかれている。 内部には灰か詰ま り、

底部中央は火 を受けて黒くなっていた。この屋敷は面積か41.5面しかなく井戸 ・石柏施設を有

しない点からも谷内でも最狭の屋敷であろう 。

中央の屋敷は、北側とは溝、南側は石列 SX 1642で区画されている 。間ロ llm、奥行10mを

測る 。内部は削平されていて建物の規模は不明である 。井戸 SE 1594か屋敷の中央前寄 りに、

石積施設 SF 1604か北西隅に ある 。山裾の岩盤を掘っているため奥側を除く 三方にだけ石を積

んでいる 。内部は西側から崩れ落ちて来た 山土で埋っていた。 井戸には洗場SX1640が附随し、

排水用の石組溝 SD 1569かつく 。井戸の西に炉 SX 1713があり 、底に粘土を敷きつめ、周囲 を

越前焼の甕の破片で囲い、中に灰を入れる構造にな っている 。

南端の屋敷は、間口約 9.5m、奥行 8mと推定されるか、間口については南の区画かあま り

明瞭ではない。井戸 SE 1595と石敷の洗場 SXl644か東に突出する 。井戸は踏石か中央近くま

で迫り出して水が汲みやすいようになっていた。

B区 西は道路 SS 1564によって A区と、東は道路 SS 1565と石組溝 SD 1574によ って区画さ

れ、さらに レベル差と石組溝 SD1572によって区切った地区で、南側へは今回設定した調査区

域を越えて広かる一つの広い屋敷跡である 。

道路 SS 1565は、東西道路に対してやや西に振る形で接続し、幅2.lm、長さ 17.7mを測る 。

この道路はおそらく、谷を南北に貫く幹線道路の一つではなく 、広い屋敷の裏門に通しる 取付

け道路であろう 。

屋敷内には 中央部 と北西隅に 2棟の礎石建物か存在する 。どちらもかな IJ削平されており、

不明な部分もあるか、残存している礎石やその抜き跡から規模を推定すると、北西隅の SB

1555は東西10.4m(5.5間）・南北9.5m(5間）の建物で、柱間寸法は約1.89m (6尺 2寸 5分）

を基準にしていると考えられる 。建物内中央北寄りに井戸 SE1596か掘られ、その北西側は小

砂利敷にな っていた。建物の南に石積施設 SF 1605がある 。規模 l.5mX2m、深さ 1mで、

約半分は使用中に埋まり、黒い有機質土の中に角材や荒く面取りをした材に混って瓜、梅、胡

桃等植物の種子が多く含まれていた。石積施設に接して 3mX3mの範囲に石敷 SX 1652か見

られるが、石は大小不揃いである 。建物の東に接して、井戸枠を転用した笏谷石で三方を囲み、

内に石を敷きつめた洗場 SX 1662かある 。ただし、この洗場は元来礎石の基盤面より一段下っ

ていたのか、それとも 基盤になっている焼土の下にな っていたのかは畔の段に位罹していたた

め不明だか、おそ ら〈後者であろう 。

B地区のはぱ中央に礎石建物 SB 1556かある 。この建物も礎石の数個以上が抜き取られてお

り、東辺の礎石列が不明である 。規模は東西12.4m、南北 9.5mと推定される 。礎石が比較的
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よく残っている西から 3列目の柱間寸法は一間1.89mと測定されー間 6尺 2寸 5分を甚準寸法

としているらしい。建物の方向は SB 1555同じて、道路 SS 1564に規制されている 。この礎石

建物は位罹や規模から、この屋敷の中心的な建物であろう 。 SD 1570はSB 1556に付属する雨

落ち溝で溝石ははとんど抜かれていたか、溝内には焼土か入 っていた。建物の北に井戸 SE

1598かある 。西と北か石敷になっており 石組溝 SD1572に排水されると考えられる 。建物の東

側に大きい伏石と小砂利敷 SXl670があり、 24次調査の SG829の例から庭園の可能性も考え

られるか、削平され他に石かないので推定の域を出ない。

B区は、石栢施設SF 1606付近と発掘区南端近くから一石五輪塔や石仏かまとまって出土し

ており、寺院趾とも推定されるか、隣の 「サイゴー寺」 跡と比較すると、寺院に関係する他の

遺物の出士例が少なく、まだ南半が未発掘であるため速断できない。

c区 石組溝 SD 1571とSD1572によって区画される地区て、 B区より 50cm程低い。おそらく

中程の石組溝 SD 1573で二分され間口約 6m、奥行16mと12mの小規模屋敷か 2単位存在して

いたのてあろう 。西側の小規模屋敷は井戸 SE 1597と石積施設 SF 1608とSF 1609を有する 。

S F 1609は中央に紐で編んだ丸竹を人れて二分している 。この石積施設と井戸を砂利敷の通路

S S 1629か繋いでいる 。屋敷内の建物 SB 1557については、両側礎石の一部か溝石 SD 1571を

兼ねており、 7.5m分残 っている 。束側の屋敷は、間口約 7m、嬰行約16mで東側中程に石柏

施設SF 1610かある 。東と南の石梢を欠ぎ、内部は黄色土で埋められていた。建物については

全く不明である 。

D区 S D 1574以東の小規模屋敷が並ぶ地区で屋敷の方向や道路との関係て二分もしくは三分

することか可能であろう 。東西道路 SS 493に面する 3単位の小規模屋敷群を D1区とする 。西

側の屋敷は間口 7m、奥行13.5mで奥か広くな っている 。井戸 SE 1599、炉 SX 1674を有し、

石積施設はおそら <SXl675で後に破壊されたのてあろう 。炉は三方を笏谷石、一方を河原石

で囲んだ長方形で計測値は長さ 1.4m、輻0.75m、深さ0.3m、0.2mである 。底は二段にな っ

ておリ、島い部分は笏谷石か敷かれ、内には焼士と灰か詰 っていた。屋敷中央に石組溝 SD

1577かあり、その南側は粗い小砂利敷にな っている 。この溝を境にし てレベルか異なり北側か

やや低く、時期を 異にするのであろう 。建物については全 くわからない。この屋敷前付近は、

道路側溝 SD 1590か不明にな っており、 下層のチェ ノクか必要だか、 SX 1672、1673か側溝を

覆う形にな ってしヽる点か留慈される 。

中央の屋敷は間口約 6m、奥行約14mを測り、井戸SE 1600と石桔施設 SF 1611、SF 1612 

を有している 。井戸は石組溝 SD 1579に接するように在り、口径か60cm弱と非常に小さい。 S

F 1612は一方に木か使用されてしヽる点かこれまでの石柏施設とは異っている 。 SF 1611は小砂

利で覆れた状態になっており、この石積施設を廃棄した後、 SF 1612を使用したと推定される 。

嬰側の隣り 屋敷とは障壁 SA 1618か境にな っている 。
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東側の屋敷は 、中央のそれと同じく間口約 6m、奥行14.5mを測り、井戸 SE 1601と石積施

設 SF581を有する 。 この屋敷の特徴は 2間X4間の小建物 SBか敷地の西側に寄って建って

いること、石積施設 SF581か敷地の奥まった所ではなく、入口近くに設笠されている点であ

る。屋敷内か焼土で整地されているためか SB 1559の礎石の周りに黄色枯土を帯状に敷き固定

している 。井戸 SE 1601は同りに石敷かあり 、井戸と洗場か結合している 。

D2区は D1区の背後に位附し、川沿いの幹線道路SS495より入り込んた小路SS 1566 ・ 1567 

に面した東向ぎの 2区画である 。この小路は幅約 1.5mで砂利敷にな ってる。二軒の屋敷は間

口約 7m、奥行約16mと推定される 。北側の屋敷は束側の境か明瞭ではない。中央付近に井戸

S E 1602と少し離れて石敷 SX 1686か見られるだけである 。南側の屋敷の Iイコウ面は削平さ

れて礎石等は残っていない。図示されている礎石建物 SB 1560、石敷施設 SX 1694等は一時期

古い面の追構で、細い枯質土で整地 した上に礎石を据えている 。建物規校は5.6mX9.4m 

てある 。 これまての建物は入 口に寄せて建て裏を広くあけていたのに対し 、こ の屋敷は前

を約 6mあけている 。建物の東南に砂利敷面があ り、 その束には素掘の溝 SD1593かある 。

内部には屋根材と推定される炭化した板と葦の束か埋っていた。土堀 SK 1627 ・ 1628か溝の前

にあり 、中は黒い焼土で埋っていた。土師質皿を中心に多量の遺物かあり 、藤色をしたガラス

の小皿片か出土した。この屋敷は建物はし っかりしているのに井戸、石栢施設かない点か注目

される 。

発掘区東南隅の二区画は完掘されていないので方向かわからないか、ある時期には石組溝 S

D 1586か両屋敷を区画していた。東の屋敷は幅約 6mて中央部に 4個の礎石か見られ、その東

側には笏谷石製の炉 SX 1701かある 。炉付近は土間で蒻か敷かれていたらしく、槃と枯土か何

層も互層になっている 。

東南隅の石桔施設 SFl617から金隠と思われる板か出土し、これまで石積施設のあるものは

便所ではないかと推定してきたが、こ の金隠の出土はこれまでの推定をある程度裏付けるもの

である 。

今回の調査の成果は 、①本来B区の範囲内 （下層の調査を待たねばならな いか）に 、小路を

作るなどして、その一部を切り取る形で小屋敷群A区及びC区を造成していると推定されるこ

と、②A区北端や C区東側の屋敷 D2区のように井戸や石積施設を持たない屋敷か存在するこ

との 2 点である 。 これら 2 点は 18次 ・ 29次 •35次、 36次 （ 未報告） 調査で明らかにな っ たよう

な主要道路に面し、石組や石列ではっきりと区画され、井戸 ・水甕 (36次調査のみ）、炉、石積

施設（便所）を有する 小規校屋敷に比較 して 、構造上独立性を欠いているように思われる 。そ

うした観点に立てばA ・C区の居住者は、 B区の屋敷の主とは 、従属関係か想定できるかもし

れない。ただ、こ うした小規模屋敷の性格については 、今後の調査例の増加を待っと共に 、町

割全体の中で文献の成果などもふまえて考えていきたい。
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発掘された遺物

第40次調査て出土した逍物は、越前焼を中心とし て瀬戸 ・美濃焼、土師質士器、 青磁、白磁、

染付などの日常雑器かその大半をしめ、中国製、朝鮮製、日本各地で製作されたもの、その他

産地不明の焼物なども若干個体出土した。陶磁器以外では、金屈製品、木製品、石製品なども

比較的多くみられた。ここでは、現在も下層の調査を継続して行っている都合上、耕土を除去

した面 （床土上）と、床土を除去した面（便宜的に Iイコウ面と呼ぶ）とから出土した遺物に

限って報告することにな った。なお、越前焼に関しては未整理のため今回は省略する 。

今回の調在では、溝や石列で区画された小規模屋敷の敷地内における追物の出土鼠を把握す

るため、 SB 1550、SB 1559、SB 1560の 3建物をとり上け、その出土破片数を調べてみた （第

l表）。井戸底の追物を検出できなか ったことや、側溝へ転落した逍物、整地や削平によ って移

動 した逍物か多く み られる所から確実な総破片数は期待できないか、この数値はおおよその目

安としては妥当のように思われる 。

S B 1560 S B 1559 S B 1550 S B 1560 S B 1559 S B 1550 

床土（上）lイコウ 床土（上）lイコウ 床土（上）1イコウ 床土（上）1イコウ 床土（上）1イコウ 床土（上）Iイコウ

越前 烈 60 128 197 170 26 19 鉢 I 

字立 ． 32 159 76 307 15 2 杯 2 

鉢 ， 25 20 20 5 13 他 l 

揺鉢 36 139 62 76 10 ， 白磁 碗 I 

卸illl I 皿 27 78 JOI 197 6 

灰釉 皿 2 14 16 15 1 5 杯 I 

鉢 2 香炉 1 

香炉 I 1 その他の陶磁器 5 2 24 25 5 2 

銅縁釉 I 金！函 銅銭 I 32 7 ， 
鉄釉 碗 8 16 12 13 1 5 鉄釘 4 2 

3--E JO 2 銅唸 l 

他 33 7 5 鉄片 1 3 6 2 

土師牧 皿 14 619 122 343 5 60 11 ，＜ンドコ 5 10 13 7 2 

土釜 3 1 硯 2 1 

土鈴 1 2 臼 1 I 

他 1 砥わ 2 7 I 

冑磁 碗 2 8 16 20 I I 鉢 • 他 30 4 24 I 3 

皿 JO 32 118 2 1 石仏 1 1 

鉢 I 木 傘 ロクロ 1 

香炉 2 漆喰り椀 I 1 
, -

他 3 7 15 I ガラス 皿 2 

染付 碗 3 II 12 12 4 水晶 数珠 1 

llll ， 32 43 60 I 3 扱 I 

第 1表 小規模屋敷内の遺物出土破片数
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瀬戸・美濃焼 (PL. 7 第 7図）

灰釉は皿か多数をしめ、それに若干の碗、香炉、鉢、壺か出 土した。皿(3・ 8)は、直径11.3 

cm、高さ 2cmで全体に釉か施されており、 口縁は少し端反りで見込みに菊の印花か押されてい

る。底部には輪状の目跡もみられる標準的なものである。直径8.5-9 cmのやや小ぶ りの皿も

多く出土しているが、これらには端反りのものは少なく、見込みに梅やカタバミの印花を押し

たものがみられる 。他には (6・ 7 ・ 9)のように、直径11.2cm、高さ 2.6cmのやや古手で腰

に稜が回り端反りか強く、腰下はヘラ削りで見込みに印花はなく 3個の目 跡を残す皿や、内側

に花弁状の彫文を刻んだ繹縁の皿なども出土している。碗 (1)は直径16.4cm、高さ 5.7cmの

平碗と呼ばれているものであるか、 15世紀の標準とされている平碗か糸切底で腰下部か無釉で

あるのと相違して、これは全面に釉か施されており底部か非常に薄いため高台を削り成形した

と考えられることから 、それよりも後出のものと思われる。他に、直径12.5cm、高さ 7cmで青

磁の蓮弁碗を写したものも 1点出士した。

銅緑釉のかかった皿は 4個体分出土した。 (11・ 12)は、見込みに菊の印花か押されており底

部には輪状の目跡かみられる 。現在銅緑釉の皿は岐阜県の妙土窯でその類例か知られている 。

鉄釉は碗かはとんどで、他に皿、壺、茶入れ、水注、花瓶などが出土した。碗 (15)は直径 8

cm、高さ 4.6cmの小ぶ りのもので、皿 (20)は高さ 2cmの全体に施釉された小皿で、肩に稜か

回っている 。(23)は口径12.8cm、高さ 39.3cmの四耳壺で、底部にはヘラで「祖母懐」と刻まれ

ている 。素地は灰色の祖母懐土で薄手に挽ぎ 上げられ、釉層は薄く、黒褐色の古瀬戸釉かハケ

で塗られでいるか、釉むらか著しい。一般に祖母懐茶壺と呼ばれているもので、呂宋壺の影響

をうけて作られたものである。 (18)は、良質の仕上かりで茶入れと考えられる。茶入れには、

ロか広く立ち上りの短かい頸部をもつものも出土している 。水注 (21・ 22) は注口部と耳部を

もつものであるが、 (22)は注口部に鉄片がつめられている。 他に、岐阜県小名田窯下 1号窯

出土と同形式の鉄釉花瓶も 1点出土した。

黄天目釉では、碗か 3個体分出土した。(5)は直径12cm、高さ 6.2cmで、器形は全く鉄釉の天

目茶碗と同じである 。(23)は口縁部がくびれず外上方にそのままのびきった碗で、胴下部に

は鬼板か塗られている 。 ともに釉はかせているか、褐色に緑黄色をおびた色調を呈している 。

瓦質・土師質土器 (PL. 8 第 7図）

土師質の皿は、 85,785gの出土量であった。(24)は直径9.2cm、高さ 2.lcmのもので、底部中

央には直径 0.4cmの穴か穿たれ口緑にも袂 りか 1個所みられる 。灯心油痕か付いていることか

ら、灯明皿の心押えに使用されたものと考えられる 。従来の心押えは、土師質皿を直径 1.5cm 

程度の円形に成形しなおしてその中央に穴を穿ったものであった。他に土錘 3点 (25)、土釜、

士鈴などか出土した。

瓦質のものでは、香炉、火鉢などか若干個体出土した。 (26)は直径7.8cm、高さ5.lcmの 3脚の
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ついた香炉で、表面は縦方向のナデ押えかみられ、周囲には 8個の菊の印花を配している 。

中国製陶磁器 (PL. 8 -10 第 8・ 9図）

青磁は碗 ．皿か多く、他に鉢、花瓶、香炉などかある 。碗 (27)は剣先を波状に、弁間を線刻

て無造作に表現した蓮弁文碗である 。見込みには 「富」字の周囲に蓮弁を配した印花文か押さ

れている 。浮彫辿弁文碗や無文の碗も若干みられるが大半はこの形式の碗である 。皿は稜花

皿が多く (30)のように直径12cmで内面口縁下に波状文を描いたものや、 (31)のように直径

14cmで内面に唐草文、見込みに「富」字を印花したものがほとんどであった。皿のなかでとく

に注目したいのは (28・ 29) で、淡い青磁釉か施されているため当初は灰釉皿と見違ったもの

である 。これは直径11cmの胎土か非常に良質の皿で、作りも端正なものである 。ロクロは逆時

計方向で、見込みと外面下部は露胎のままである 。皿では他に木瓜形小皿 (33)がSB 1559の

建物から一括して多く出土しており、また (43・ 44) なども若干出土した。花瓶 (35)は頸部

に耳をもつもの、 (39) はいわゆる青磁下蕪瓶とよばれるもので、ともに宋代の作と考えられ

る。香炉 (36) は、鎌倉円覚寺に伝わる袴腰香炉と全く同じもので宋～元代の優品である 。

染付では碗、皿か多く、他に鉢、杯、壺などがある 。碗 (48) は直径11.7cm、高さ 6cmの 「宣

徳年製」銘をもつもので、外面四方に牡丹と 雲文を幾可学的に配している 。(50) も同形の碗

で 「大明年造」銘をもち、鳳凰唐草文を配している 。これはサイゴー寺出土のものと接合でき

た。(49・51・52・53) の碗も少数ではあるが出土している 。皿 (47・ 59) は見込みに翔磨文を描

いた小皿で、他にも見込みに玉取獅子文を描いたもの (54)、唐草文を描いたもの (57)、外面

は簡略化された渦文風の唐草文を連続して、内面見込みに梵字を四方に配したもの (55・ 56)、

碁笥底で、外面下部に芭蕉文風の文様を放射状に配したもの (58) なども比較的まとまって出

土した。(45・ 46)は口径9.5cmの染付の壺とその蓋であるか、文様も簡略化されており、類例

もあまりみられないものである。

白磁は皿と杯か出土した。皿 (63)は口径11.9cmのもので出土例は一番多い。(64) は口径15

cmの大形の稜花皿で、胴下部は菊形を呈している 。この皿は SB 1559の建物から一括出土して

いる 。(65) は胎土、釉、成形ともに良好な白磁の輪花鉢の破片である 。弁間は、内面は凸線

で、外面は凹線でその稜を表現している 。また外面の 4個所に、一般に馬蛭絆とよばれている

鉄の鎚による接合の穴が穿たれていることから、貴璽品として割れてからも伝世された鉢であ

ることがわかり、定窯の製品である可能性が強いものである 。

鉄釉 としては、禾目の碗か 2点出土した 。(67)は立ち上りか深く、口縁のひねり返しも

弱い。口縁には覆輪の付いていた痕跡か残っている。釉はたっぷりとかけられてお り、胎土

は灰白色の磁質に近い。高台はわずかに凹面を呈し、ヘラでおこしている 。ロクロの国転は逆

時計方向である 。他の 1点は破片であるか、胎土は黒色の荒い粒子のもので、禾目もし っか り

しており建窯の製品と考えられる 。これもサイゴー寺のものと接合できた。
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鉄釉茶入れは 2点出土した。 ともに肩衝茶人れで、 (68) はサイゴー寺のものと接合てきた。

緑釉皿は菊花形の小皿で 3片出土した。緑釉と青釉の 2色あり 、いわゆる紅皿とよばれている

ものである。中国で製作されたものと考えられる 。

その他の陶磁器 (PL. 11 第 9図）

朝鮮製のものとしては、舟徳利、蕎麦茶碗、水注などかある 。舟徳利 (70-73) は泥緑釉か全

面にかけられた底の広い瓶で、タタキ成形のため器壁は 3- 4 mmと非常に薄く仕上けられてい

る。比較的多く出土するものてある 。蕎麦茶碗 (74・ 75)は胴下部かい ったん丸みをもってか

ら外上方へそのまま 直線的にのびる形式のもので、色調はi炎い灰青色を呈している。 (74)の

骨付と見込みには10個の、 (75) の見込みには 5個の目跡かそれぞれ見られる 。水注 (76) は

胴径 8cmの三島手のもので、サイゴー寺出土のものと接合できた。

日本各地で製作されたものとしては、ます信楽焼壺 (83・ 84)がある。破片数は少な いか、 信

楽焼特有の珪石の吹き出しかみられ茶褐色に固く焼きしまって いる 。(78・81・82・116)は須

恵質のもので産地は不明である 。 しかし (116)はその器形か灰釉の香炉と全く同しであるこ

とから、瀬戸 ・美濃地方でこれらの須恵質のものか焼かれた可能性か強いものと思われる 。

なお、産地不明の陶磁器は、今回の調査で比較的多く出土していることを付記しておく 。

金属製品 (PL. 12 第10図）

化粧道具として毛抜か 2本出土した。(92) は長さ8.4cmの小形のものである 。武器には切羽

・鉄錯・小柄 4本・ 鉄砲王 1個などかある 。切羽 (93) は長さ4.3cm、幅2.4cmのもので、周囲

に刻み文様を施している 。また表面と側面とに黒漆か付析している 。鉄鏃は鍛造て、長さに 2

-4.8cmと不揃いかめだつ。(94・ 96) は尖根、(95・ 97) はのみ根形式である 。 日常生活用具

としては金箸・鉄鍋・提子・五徳の脚などがある 。金箸 (101)は上部に木製の柄をと りつけ

るための黒漆か付着しており、 (103・104)は長さ 18.lcmで上部に笹の菓状の刻み目を施してい

る。ともに火箸として使用されたものと思われる。農工具としては鍬先 (106)・鉄釘・ 鎚(99)

・猿繋ぎ (100)・手斧・ 先端か 2股になった熊手状の金具などかある。手斧(105)は長さ 17cm、

幅 3cmで、納上部に鉄の楔が付けられている 。柄部はないか、片手で作業できる重さから 、石

工人の石材を削るエ具と思われる。他に紡錘車 1個 ・銅銭などか出士した。銅銭は合計 178枚

あり、種類は北宋銭を中心として従来のものとさほど変化はない。ただ後黎朝の「大和通宝」

銭か 1枚はじめて出土した。

木製品 (PL. 13 第11図）

将棋の駒は 2枚出土した。(108) は「飛車 ・龍王」で、 (109) は「ロロ ・金」てある。朝倉

館外濠出土の駒は、 厚さ0.2cmのヘギ板を利用したものであったか、これは先端厚が0.2cm、尻

部厚が．0.9cmと差かみられ、駒の体裁を整えたものである 。木櫛は横櫛形式で4点出土した。

2点は挽櫛、 2点は椋櫛である 。(111)は幅8.7cm、高さ 4.2cm、歯数72本の挽櫛で、 (110)は
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幅 7.4cm、高さ 4cm、歯数16本の椋櫛である 。挽櫛のもので、歯のつけ根の引き通し線か直線

になるものも 1点みられた。下駄は 9点出土した。内訳は連歯下駄 4、差し歯（露卯）下駄 1、

ーツ目下駄 3、I未土上から出土した木履下駄 1である。 (112) は表面か焼けこげているか台部

の長さ 16cm、幅9.2cm、厚さ 1.1cmの連歯下駄で、 (114)は楕円形の差し歯下駄で長さ 20.5cm、

幅8.3cm、厚さ 2.8cmの台に柄穴 2個づつで歯がとりついている 。(115) は長さ 21cm、幅 8.4cm、

厚さ 2.2cmのーツ目下駄で、鼻緒穴は前壺 1個だけである 。足指のあたり痕や、裏面のとくに

前 ・後に磨耗か著しい。木履下駄は後世のものかもしれす、赤いペンガラなどか台裏に付着し

ている 。木製品としては、他に傘のロクロ・木箸．漆塗り箸．漆塗り椀・ 切断されて再利用さ

れたと思われる 鴨居・ 石積施設 SF1617から出土した長さ 30.2cm、幅22cm、厚さ 1.9cmの板

の上部隅を少し切リ落し、下半分は便所床下に埴込むため、両側面を幅 4cmづつ切り込んだ金

隠 と考えられるものなどか出土している 。

石製品 (PL. 11) 

バンドコ (PL. 1)は、平面か柘円形を呈し長径24.8cm、短径17.8cm、高さ 13.5cmで、長

方形の窓か 8個穿たれている 。中から灰釉皿（3)、青磁皿(28・ 29)、白磁皿(63)、染付碗(48)

の 5点の完形陶磁器か発見された。バンドコを食器の収納に利用したものと思われる。 砥石(91)

は長さ 13.8cm、幅 3.4cmの仕上げ砥で、他には砂岩質の荒砥用や、中砥用のものも出土してい

る。 硯 (90)は隅丸形式のものであるか、他はすべて長方形の石製硯である 。石鉢も多く出土

したか、長方形、円形、楕円形の ものかみられ、 脚も 3~ 4本つくものや平底のものかある 。

S B 1556建物の西方からは、とくに一石五輪塔・五輪塔板碑・石仏•石韮など仏教に関係した

石造逍物の出土がめだった。年号は天文 ・弘治・永禄年間で、名号は「南無妙法蓮華経」であ

る。 北隣の「サイゴー寺」も同様てあり、日蓮宗系の寺院が近くにあったと考えられる 。SB

1556建物も、寺院としてとらえることかできるかもしれない。他に挽臼・茶臼．炉壇なども出

土した。

その他の遺物 (PL. 11 第10図）

墨 (85)はSB 1558建物の焼土面から出土した。幅1.7cm、厚さ0.9cmで下部は欠損している 。

表面には 「蚊龍」文様、裏面には「李家姻」の 3文字が型押されている 。古事類苑によれは「ニ

諦坊墨」と称されるもので、油姻を材料にして南都（奈良市）興福寺で作られたものである 。

なお、同じ焼士而から「旨 ・自 ・入 ・啓」などの文字か書かれた炭化紙片 も出土しており 、こ

れは書状と考えられた。 ガラス製小皿 (86)は直径 8cm、高さ 1.9cmで、淡い紫色を呈 してい

る。数珠玉 (87・ 88) の 1点は水晶製、 1点は藤色のガラス製のものである 。他には炭化籾・

スサ入壁土・畳表などが出土した。
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その他の調査

第 37 次調杏

第37次調査は、福井市城戸ノ内町庄角 l4-57、58石川成志氏の作小屋の移築に伴なう現状変

更地の事前調査で、調壺面積は約 100面である 。昭和55年 3月24日から31日まで 7日間調査を

実施した。当調査区は第27次調査で隣接する南側の宅地を調査しており、南北方向に走る土塁

や井戸 ・溝 ・石梢施設等か検出された。今回の調査では礎石建物 SB1550、SB1551、井戸

S E 1552、石積施設SF1553、ピット状逍構、砂利敷面等か検出された。礎石建物 SB1550 

とSB 1551とは層位を異にしており、 SB 1551か一時期古く、井戸 SE1552はこの礎石建物

に伴なうものであろう 。井戸 SE1552のすぐ脇に 間口 1間の入口かみられる 。この付近で炭・

焼土の梨中かみられた。石積施設 SF 1553は南壁部分が破壊されている 。礎石建物 SB 1550の

時期に伴なうものであ ろう。 礎石建物 SB 1550、1551は方位に若干のズレがみられるかはぱ南

北 （東西）方向に軸を持つと考えられ、第27次調査で検出された士塁 SA954の方向と一致し

ている。今回の調査区は現水田面であり、更に東側に遺構か広かって追存しているものと推定

される。遺物の出土は若千の陶器片を除いて殆んどみられなかった。調査区の西側と北側に近

代以降の所産とみられる桶が計 5個、埋岡されていた （アミ部分）。 桶中に は近代陶器片、ガラ

ス瓶、金屈製品等が大量に遺棄された状態で出土した。

第 38 次調杏

第38次調査は、福井市城戸ノ内町庄角 14-26・ 1梅田豊ー氏の増築に伴なう現状変更地の事

前調壺で、調査面積は約 100面である 。第37次調査と併行して、はほ‘3日間調査を実施した。

既に宅地として使用されており、土層の攪乱か行なわれていた。遺構は検出されなかった。
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環 境 整 備

昭和55年度は、 51年度に発掘調査した 出雲谷地係の屋敷跡2260m'、54年度に調壺した赤渕地

係の屋敷跡 425面と下城戸地係の屋敷跡および外濠跡の2200面を、芝張りや砂利敷、ソイルセ

メント舗装、高木植栽などで整備した。また館跡前の仮駐車場の周囲に 700面のソイルセメン

卜舗装による広場を造成するとともに、出雲谷整備地と一乗谷川の間に圏路を設けた。工事は

請負で、 55年 9月1日～ 11月29日にかけて行われた。

下城戸屋敷跡、外濠跡整備工

下城戸の南側 、城戸の土塁の内側にあたる地区を 、発掘調査したところ 、「城戸ノ内」の中心

部にもみられたような小規模な屋敷跡や埋甕施設、石栢施設、井戸、石組溝、道路跡などが検

出された。しかし逍構の残存状況か必ずしもよくなかったので、埋めもどして整備することに

した。山砂を盛土整地の上、高麓芝 を1140面ほど植栽した。

発掘地区の南端に検出した幅約 5.5mの幹線道路跡は、砂利をしきならして表示した。なお

道路北側の側溝跡は、側石のなくなっている部分は補充、修復した。

下城戸の外側に 、三本の発掘トレンチを入れて、幅約lOmの外濠跡を確認したか、調査の都

合上濠底まで発掘できなかったので、表土50cm深さほどを排除しで滞水させ、外濠跡を表現す

るようにした。濠跡に消水するため、また現在下城戸土塁木戸 口を通っている農業用水路は、

将来見学者を木戸口から西入する場合邪腐になるので付け替える必要かあり、その水路の役目

も北ねて、県道沿いに新たに水路を設けた。

莉設水路の延長は101m、幅貝は底で1.2mである 。10cm厚の砕石基礎の上にワイヤーメ ソシ

ュをおき、 10cm厚でコンクリートを打って溝底とした。溝側の高さは50cmにし、野面石の練リ

積みとした。泥溜桝は、水路の曲り角に一個所設罹した。桝は内法の大きさ 100X 10()cm、深さ

60cm、底部原10cm、側壁厚15cm、ワイヤーメ ソシュ入 りのコンク リート製で、10cm原の砕石基

礎の上に据えた。また事故防止のため、上面をグレーチングで覆った。

上塁の東裾に小さな石仏の覆屋があるか、お参りの都合上その前の水路上には、 4m幅で厚

さ3cmの杉の板橋をかけた。またホタル飼育場の前には、径10cm前後のヒノキ丸太材による幅

l.8mの橋を設けた。

濠跡に貯水するため、東側に内径 5cmのビニール管を埋設、水路から料水するようにした。

濠の汀には、下方にカキッバタ、上方にハナショウブを寄植した。また新設水路の上流の東

側40mにわた って 、事故防止と景観保全をかねて高さ 1.2mのササンカを 1本／面の割合て列植

した。下流の水路の北側30mにわたっては 、アジサイ 、サッキ、ツツジを各々 1本／面の割合で

列植した。

水路の北には、広さ 380面はどの砂利敷の広場を造成した。広場の要所には 、日陰と観賞を

かねてサクラ 2本、シダレヤナギ 2本、ケヤキ 1本の高木を植栽するとともに 、長さ 2.95m、
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幅38cmのベンチを 3基設罹した。ペン チの座部は 、12cm角のヒノキ材 3本を笏谷切石の脚の上

にのせたものである 。また公有地と北側の民地との間には、内幅20cm、長さ 1mのベンチフリ

ュームを37mにわたって伏設し、史跡内に降った雨水か隣家に流入しないよう配慮した。

出雲谷屋敷跡整備工

出雲谷地区も、逍構の逍存状態か悪く、屋敷の規模は不明であった。建物跡か三棟はど検

出されたか、その中の最も規模の大きい掘立柱建物跡を整備することにした。遺構保存上一旦

埋め戻し 、柱穴の真上に刈込みに耐える低木のイヌツゲ16本を植栽、建物の規模か分かるよう

にした。

発掘地の中央部には、盛土整地 した広さ 650面の高麗芝による芝生広場を造成した。また発

掘地周辺の遺構のない所には、観賞と史跡の景観撫育のため高木と低木を植栽した。植栽樹木

は、ヤマザクラ30本、アカマツ 5本、ケヤキ 5本、シダレヤナギ 5本、ヤマモミジ 5本、ウメ

モドキ14本である 。

赤渕地係屋敷跡整備工

51年度に保存整備したサイゴー寺跡 と新設県道予定地の間に発掘された、 小規校な屋敷跡 6

区画を整備した。大部分うめもどしたか、屋敷の区画ごと に舗装、植栽材料をかえて 、各々 の

規模と配列か歴然とするよう工夫した。採用した手法は、ソイルセメント基礎細砂利敷、礫混

りソイルセメント舗装、裔麓芝張の 3種である 。

石組溝は補修し、 排水に利用することにし、 井戸跡は主にうめもどした上、天端の側石のみ

復原表示した。

なお屋敷群の東側に発掘された道路跡には、砂利を補充、敷 きならし た。

館跡前ソイルセメント舗装工

これまで整備した芝生広場と仮駐車場の間か、 L字形に雑草か繁茂した状態で残って いたの

て、景観と 利用上から整備することにした。この地区は馬場跡に推定されているので、土の広

場の雰囲気を醸成するためソイルセメント舗装を採用した。また仮駐車場も将来ソ イルセメン

トで舗装することか望ましい。

山砂 0.3面あたりセメン ト1袋 (40kg) の割合で混合、 ロー ラーでてん圧した。攪拌混合に

は、実験的に耕運機を使用した。山砂の上にセメントを一面に敷きならしたのち、耕運した。

園路造成工

将来、 出雲谷地区に渡る遊歩道橋を一乗谷川に架設する計画かあるか、その地点 と本年度の

整備地を結ぶ園路を前もって造成することにした。

圏路の総延長は50m、幅員は 1.5mである。発掘の際生じた礫土を盛土てん圧した上に 、10

cm厚のソイルセメント舗装 を行った。道の両側には、土留用に 15cm内外の玉石境堺工を行った。

出雲谷整備地の手前は、かなりの斜面にな って いるので、踏面 1.5m内外、段石に玉石を用

いたゆるい階段を構築した。
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花粉分析調査

はじめに

史跡の環境整備は、往時史跡はどのような自然環境であったかを追究し、可能なかぎりその

環境を復原するような方向て行うことが望ましい。ことに当時の植生を考察することは、史跡

の修景にあたって欠かせないものである。考察の査料としては、発掘などで出土する樹幹、枝

葉、茎、種子などの大形の植物遺体、化石と花粉や胞子化石の微化石かある 。

槌物集団は、気温や雨贔、土壌や地形、人為的影響などの差異によって異なった植生を生じ、

特定の環境と結びついて、優占種によって特徴づけられた一定の相観と構造をもつ。また群落

を構成する種類はおのずから限定されており、植物遺体の中に、ある群落に限って出現する標

徴種や環境の指標となる指標植物か見出されれば、その群落の他の構成種をある程度推定する

ことがでぎる。

大形の植物遺体には、出土地点近くに生育していたと考えてよいものが多いが、微化石の中

には、風媒花粉のように遠距離から風に乗って飛来堆積したものか多数含まれる 。また流水に

よって運ばれ、濠などに沈澱堆積した花粉もある 。このように花粉は、かなり広範囲にわたっ

て移動することを念頭におかなければならない。

朝倉氏時代に館の外濠に堆積した花粉は、どの位の範囲の母植物からもたらされたものか、

また周辺の植生はどのような内容であったかを知る手かかりを得るため、今回は朝倉氏館跡周

辺の植生調査と空中花粉ならびに土中の花粉分析をあわせて行い、植生と花粉の堆積との相関

関係について考察した。また流水によって花粉はどの程度運搬されるものか調査を試みた。

花粉分析はパ リノ・サーヴェイ株式会社に、植生調査は名城大学農学部野口研究室に依頼し

て行い、まとめと考察は藤原か担当した。ご協力いただいた両研究室には、心から感謝申し上

げる次第である 。

調査概要

1.調査地点

足羽川の一支流である一乗谷川に沿って、谷底平野をもった小さな壮年谷かあり、逍跡は主

としてこの氾濫原から山麓部にかけて遺存している 。館跡は右岸部の山麓部にあ り、東側は傾

斜度30゚ はどの山地になっている 。調在地点は館跡の周辺に、それぞれ立地や植生の異なる所を

選んで設定した。

No. 1 小高い丘の 「観音山」頂上にあり 、アカマツやコナラなどの雑木に覆われている。

No. 2 「観音山」の中腹にあり、同じく雑木に裂われている 。
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No. 3 小さく谷状にな ったところで、附近に樹木はすくない。近くに園路があり、ツゲが列

植されている 。

No.4 中の御殿跡下の斜面にある 。この斜面は昭和49年秋期の中の御殿跡発掘調査の際、排

土がすてられたところで、樹木の大部分と草本類はその後、排土に生育したものである 。

No. 5 館の外濠に続く空濠に位置し、上方はケヤキやカシの広葉樹の枝葉で毅われている 。

No 6 義景墓所の中にあり、スギやイチョウの高木でうす暗く欝閉された状態にある 。

No. 7 昭和43、44年に発掘した館跡庭園の大きな滝副石の後になる 。周辺には植栽したサッ

キ、ツツジ、ハギなどの低木か多い。

No 8 同じく 44年に発掘した館跡東側斜面の裾の、斜面が平坦部に変るところに位罹する 。

斜面にはタニウツギやネムノキなど、発掘後実生ではえた低木が多い。平坦部は砂利で舗装さ

れている 。

No. 9 昭和48年に発掘した館北側外濠跡の東側に設けた。濠跡の未発掘部分であり、 3m50 

cm強の厚い堆積土の上に湿地性草本が繁茂している 。南側には高さ 3mほどの土塁かあり、斜

面には芝生、上面にはサッキが植栽されている 。

No.IO 昭和46年度の館跡上方の整備の際、造成された小さな貯水池の東北隅にあたる 。浅い

谷状の地形に、堰堤を築いてできたものである 。周辺に樹木はすくなく、池にはガマの群落か

みられる 。

No.11 発掘した館の園池の池底には、平たい大きな川石か敷きつめられていたか、西側に部

分的に敷石がないところかあったので、その場所を選んだ。この園池には、上部の導水路から

土砂か流れこむが、時々泥さらえをするので、池の内部にはま ったく植物の生育かみられない。

No.12 館の外濠跡に鉄の矢板をう って発掘調壺したか、調杏終了後水を貯えて保存整備する

ことにな った。花粉採取容器は、館の排水路に続く暗渠出口から 3mほど離れた矢板の際に設

置した。

2.調査地周辺の植生

一乗谷川東側の山地の大半は、スギの植林地からなる 。そのはか部分的に、クリ ー ミズナラ

林、イヌシデ林、クリ ー コナラ林、ヒノキ植林、アカマツ林、ウラジロガシ林、モウソウチク

林、マダケ林などが介在する 。西側の山地のはとんどは、山麓部のスギ、尾根筋のヒノキ、ア

カマツなどの植林地によ ってしめられる 。

平地部の大部分は、昭和46年頃まで水田にな っていたか、現在は公有化され、ススキーニオ

イスミレ群落、ヒメムカシヨモギーエノコログサ群落、チガヤ群落、チゴザサーセリ群落、ヒ

メジョオン群落、ヒメムカショモギーアキメヒシバ群落、ダンドボロギク群落、ススキー コブ

ナグサ群落、ススキーヨモギ群落、ススキードクダミ群落、ススキーワラビ群落で代表される

草地や芝地にな っている 。
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3.調査期間

昭和54年 3月14日に、調査地点No.2、 3、4、 5、6、8に、同 3月15日にNo.1、7、 9に

花粉採取容器を設置した。同 3月16日に調杏地点Nol0、11、12の水中に容器を据えた。 3月14

日の容器据付開始時点で、すでにジンチョウゲ、ツバキ、ウメなどの花は咲いていた。

容器は同年12月14日に、すべてとりあげた。土中花粉分析用の土壌は、 12月17日に採取した。

植生調壺は、昭和54年 5月10日から55年12月11日にかけて行った。別表の植物相一覧のうち

草本については、昭和55年 7月28日～31日にかけて調査され確認されたものか大部分である 。

この時期は花粉採取年の翌年であり、 1年生草本に関しては、前年になか ったものが含まれて

いたり、あ ったものかなくな っている場合もありうる 。

4.調査 方法

(1) 花粉採取方法

空中花粉の採取は、挿図 2のように 10

X 15cmの円筒のガラス容器をベニヤ板の

上に据付け、容器上端から 1cm 3 mm上の

ところに、同じくペニヤ板 (45X 45cm) 

を4本のボルトで固定し、覆とした。覆

のペニヤ板の中央には径 5cmの穴をあけ

て、花粉が容器の中に落下しやすいよう

にした。 しかし長雨や豪雨の時は降下し

た雨水か容器上緑に達し、わずかずつで
挿図 2 花粉採取容器

あるが溢流することかあった。雨の日には飛散する花粉はすくないと思われるか、軽い浮遊性

のある花粉は多少流出したことも考えられる 。

土中の花粉は、空中花粉採取容器設置地点から四方に、 50cm位の所の表土を移植ゴテではり

とり、これら四個所の土を混ぜあわせ分析に供した。

貯水池、園池、濠の水中花粉は、前者二個所は水深か20cmほどなので、容器の上端か水面下

5 cm位になるように、また濠の場合は水深か 3mあまりあるので水面下50cm位になるように据

えて採取した。

(2) 植生 調査

樹木は花粉採取容器設憚地点を中心とする半径10mの範囲のすべてのものについて、種類や

葉張り、樹高などを調査した。

草本類、つる植物については、容器設罹地点を中心にして 3m角の範囲の植物相を調べると

ともに、優占種のいくつかについてはその範囲における被度を測定した。

また開花状況を月 1回の割合で観察するとともに、成熟の度合も調介した。
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5.調査結果と考察

土中、空中、水中の花粉分析結果の比較、検討を行う 。

No. 1 マツの花粉か、 No.7の試料を除いて、きわだって多い。調壺地内のアカマツの巨樹 2

本、被度34％の影饗が考えられる 。コナラの被度54％は、全調査地区の中で最大で、空中花粉

における出現率も最多である 。ウルシ属の花粉か、他試料に比較して、土中、 空中ともに多く

検出されている 。調査地点から 2mのところに存在するヤマウルシによると思われる 。土中に

おける樹木花粉の割合が93.4％で、この地区か樹木に富んでいることを示す。

No. 2 クリの被度65％で、全調査地区で最大であるか、土中、空中ともに最多の花粉出現率

を示す。ウワミズザクラは成木であり、かなりの被度40％をしめるか、バラ科の花粉か検出さ

れなかったのは意外である 。土中の広菓樹花粉は33.6％と他に比して圧倒的に多く、現地植生

をよく反えいしている 。

No. 3 土中に単条溝型胞子か20.6％と他に比べてかなり多く検出され、シダ類か良好に繁茂

していたことを示す。調査地に生育している樹木はすくないか、土中の樹木花粉出現率も 67.5

％とすくない。調査地区に現存しないスギ花粉か、空中花粉で多く検出されたのは、東側20m

位からはじまる山上の植林されたスギ林の影咽をうけていると考えられる 。

No. 4 土中における草本花粉か30％と最多で、この地区に草本かよく繁茂していることを示

す。現在成熟した樹木はすくなく、上部はかなり開放された状態で、空中花粉では樹木花粉か

79.8％と割合多く検出されている 。

ヨモギは調杏地区の67％の被度をしめる優占種で、土中からも多数の花粉か採取された。し

かしスギナは88％の被度をしめるにもかかわらず、 土中から多数の胞子か検出されていない。

No. 5 ケヤキの巨木があり、 62％の被度をしめる 。この被度は全調壺地区で最大で、土中の

花粉も最多である 。またシラカシの成木、被度46％かあり、空中花粉においては著し〈多羅46

％の出現をみた。しかし土中花粉においては他に比して最多といえ、出現率1.4%とかなり 小さ

くな っている 。土中では花粉が腐植分解し保存率が悪いことか予想される 。

土中に71％のスギ花粉の出現率をみるか、絶対数からは、他地区とあまり差かない。

No. 6 スギの被度61％と全調査地区で最大で、土中における花粉の量も 73.5％と最多である 。

絶対数においても、他地区の倍近く検出されておりその差は歴然としている 。

モミジ、イチョウの成木かあり、被度も大きい割合には、土中、空中ともに顕著な花粉の出

現かみられない。

No. 7 成熟した樹木は、サッキ、ツッジ、タニウツギ、ハギなどの低木であるが、被度も 4

％前後と小さく、土中、空中ともに花粉か検出されていない。成熟木かすくないのに、樹木花

粉の割合か高いのは、この附近は常に除草などの管理かよくなされており、草本類の繋茂かす

くないことも一因と考えられる 。
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成熟木かないマツの花粉か土中に多贔に検出されたのは、この地点は上方が開放されており、

東側山上の松林から飛来する花粉か落下堆積しやすい位置にあることによると思われる 。館跡

周辺にはみられない、東側山上に生育するイヌシデ林のものと推察されるクマシテ属の花粉が、

他地点より多く空中から検出されたことは 、この地点か遠方から風にのって 、風媒花粉が飛来

落下しやすい場所になっていることを物語っている 。空中花粉では多屈のマツ花粉が検出され
註

ていないか、他地点における出現率も、 1977年のマツの空中花粉出現率より、全体にかなり低

い傾向にある 。1979年においては、マツの花粉生産品かかなり低かったことか予想される 。

No.8 成熟したタニウッキか多数みられる地区で、土中、空中ともに絶対数はすくないか検

出された。 とくに空中においては、他地区とかなりの差の出現率である 。ヒカゲノカズラも多

くみられ、土中花粉における出現率も他地区に比べて裔い。

花粉採取容器近くに成熟 したネムノキがありなから、予想に 反して花粉は検出されなか った。

No 9 樹木のすくないところで、シダ類の花粉か多く検出された。またイネ科、カヤツリグ

サ科、タデ科の花粉が他の地区より多く出現し、調査地区の植生をよく表示している 。

空中花粉から、ツッジ科の花粉が採取されたが、これは調杏地区両端に列植されているサッ

キのものと推定される 。

No.10 貯水地の水中の花粉を分析したか、ガマ属の花粉か圧倒的割合66.8％で検出された。

貯水池ははぱ全域かガマの群落で覆われている状況で、当然の結果といえる 。調査地区とその

周辺に、花粉生産景の大きい樹木もみあたらず、採取された花粉、胞子の絶対数もすくなく、

その中にしめる樹木花粉の割合もきわめて小さい27.1％である 。

No.11 マツの花粉か比較的多く検出されている 。きわだって出現率の大ぎ い花粉はないが、

種類数においては全試料で最も多い。調杏地区やその固辺にみられない樹木や草本の花粉も多

く、この園池は、遠方から種々の花粉か飛来、また流入しやすい立地条件にあるといえる 。

No.12 No.11と同じように、格別他試料と差をも って出現する花粉はみあたらない。館跡周辺

の花粉が流入したと思われ、平均的な構成にな っている 。 1~ 9までの土中の樹木花粉出現率

の平均は81.2%、草本花粉の平均は9.7％で、外濠の水中から採取された花粉の割合は、それぞ

れ83.1%、12.4%とかなり近い数値がでている 。

おわりに

花粉分析で判明する科や屈の数は、甚だすくないことか分った。実際は調壺地点近辺に生育

していても、土中に堆積し腐植せず後年採取されうる花粉は、きわめてすくないといえる 。植

生調査で確認された樹木の種類は、 42属であるか、花粉か採取されたのは 3科、 36属で、うち

22属は調査地区外の樹木の花粉である 。花粉生産最の高い遠方の樹木の風媒花粉などかかなり

混入することが分る 。 しかし土中から検出されるこれらの花粉の量はわずかで、その地区を特
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徴づけるのはやはりその地に生育する優占樹木の花粉である 。No.1のアカマツ、 2のクリ、 5

のケヤキ、 6のスギなどである 。

草本、シダ類では、117属の現存植物に対して、花粉か採取されたのはわすかに 14科、 12属で、

うち 2科、 6属は調査地区以外の草本類の花粉である 。玲本類においても、ヨモギやガマにお

いては、優占の度合か花粉の出現率にあきらかにあらわれている 。

また今回の調査であきらかにな ったのは、同ー場所での土中と 空中からの花粉採取量を比較

すると、 9地区の広葉樹花粉出現率の平均値は、土中のものが空中の約 2分の 1であることで

ある 。広薬樹花粉は土中での保存、造存率かわるいことか分る 。古環境復原のための花粉分析

には、堆梢土を用いることか多いから、この事実は十分留意されなければならない。

次に調査地点が、樹木で投われている樹林地か、あるいは草刈などの管理の手が施されてい

ない雑草のしげるにまかせた草地かどうかは、樹木や草本類の花粉出現率の多寡で判明する 。

前者に分類できる調杏地区は、 Nol、 2、5、6、7、8で、 土中における樹木花粉の割合の

平均は88％であり、後者の地区はNo.3、4、9で、その平均は68%とあぎらかにすくない。

No10の貯水池の水の一部は、オーバーフローして、溝水路からNol1の園池に流れこむように

なっている 。また園池の水は、館内の排水路を経てNo.12の北側の外濠にそそいでいる 。水中花

粉の出現率をみると、貯水池の水中から採取された花粉か、圏池の水中からも多く検出されて

いるが、外濠の試料にはモミ屈を除いてまったくみられない。園池の試料に検出されたものは、

外濠の試料にも多くみられる 。これらの花粉か、すべて水を通して流入したものとは考えられ

ないか、 No.IOと11、No.11と12の結びつきか強いのは明 白である 。

貯水池で多羅に検出されたガマの花粉は、外濠の水中からは採取されていない。大部分か外

濠まで流れてい っていないようである 。外深跡の土中から検出されていないヒカゲノカズラ科

とゼンマイ科の花粉か、外濠の水中から採取されたことは、館の中の花粉かかなり外濠に流れ

こむことを物語っている 。館の中の植物相を考察するには 、外濠の沈澱堆積土はかなり有効で

あることが予想される 。

註 特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡環境整備事業報告書 I 1978福井県教育委員会

「朝倉氏迅跡の花粉分析」広，烏大学総合科学部 安田喜憲
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第 2表調査地植物一覧

屈 名 種和名 調企地番号 屈 名 種和名 調査地番号

Grnkgo イチョウ 6 Camellia ヤブッバキ 1, 2, 3, 5, 6, 7 

Cephalotaxus イヌガヤ 3, 7 ササンカ 7 

Pmus アカマッ 1, 7 Eury a ヒサカキ 1 

Cryptomeria ス キ 2, 4, 6 Daphne ジンチョウゲ 4 

Juglans オニグルミ 5 Acanthopanax コシアブラ 1 

Castanea ク ') 1, 2, 3 Araha タラノキ 4 

Lep,dobalanus コナラ 1 Corn us ミズキ 3 

ナラガンワ 2, 5 Aucuba アオキ 1 

Cyc lobalanops 1sシラカン 5 Clethra リョウプ 1 

Zelkova ケヤキ 5, 7 Rhododendron サッキッツジ 4, 7, 9 

Morus ヤマグワ 3, 4, 6 モチッツジ 4, 6, 7 

Magno Im ホオノキ 1, 2 Sty rax エゴノキ 1, 2, 5, 6 

Meratia トウロウバイ 1 Call icarpa ャプムラサキ 2 

L1tsea シロダモ 1, 2, 3 Cle rodendron クサギ 4, 7 

Benzoin クロモジ 2 Se ris sa ハクチョウゲ 4 

Hydrangea アジサイ 5, 6, 9 Viburnum ガマズミ 1 

コアジサイ 1 サンゴジュ 6 

Kerrta ヤマブキ 4, 5 Welgela タニウッキ 4, 7, 8 

Prunus ヤマザクラ 2, 3, 4, 6 Lycopodium ヒカゲノカズラ 8 

ウワミスザクラ 1, 2, 6 Selaginella クラマゴケ 3, 4, 6, 9 

Alb1zz ia ネムノキ 3, 4, 7 Equisetum スギナ 3, 9 

Lespedeza ノ、ギ 4, 5, 6, 7 Osmunda ゼンマイ 1,2,3,7 8 

Xanthoxyum サンシ ョウ 6 Microlepia フモトシダ 5 

Mal lotus アカメガシワ 2 Pterid1um ワラビ I 1, 2 

Buxus ツゲ 3 Con1ogramme イワガネソウ 5 

Rhus ヤマウルシ 1, 2 Dryopte r 1s ヒメワラビ 3, 4, 5 

ヌルデ 6 ミゾンダ 2、3、4、8

Ilex クロガネモチ 4 Athy num ンケシダ 3, 9 

ソヨゴ 1 イヌワラビ 2. 3, 5, 6 

ウメモドキ 6 ホソバイヌワラビ 3 

Acer イロハカエテ 1、2 ヤマイヌワラビ 3, 5 

ヤマモミジ 2彎 5,6 Blechnum シンガンラ 1、2,8 

コハウチワカエデ 1 Polypod1um ノキシノブ 6 

ウリカエデ 1 ̀  2 Houttuyn rn ドクダミ 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9 

Aesculus トチノキ 2 Boehmerrn ヤブマオ 3, 4 

Meliosma アワプキ 2 メヤプマオ 6 
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屈 名 種 和 名 調査地番号 I屈 名 秤和 名 調ft地番号

Rumex 

Polygonum 

アカソ

ギシギシ

オオイヌタデ

イヌタデ

ボントクタデ

サクラタデ

ミゾソノゞ

ママコノシ リヌグイ 3,4,5,6,9 

ミズヒキ 5,9 

イタドリ

Achyranthes イノコズチ

Ste Ilaria 

Cerast1um 

Sagma 

Anemone 

Ranunculus 

Akebia 

Epimed1um 

Rorippa 

Cardamine 

Draba 

Astilbe 

Rubus 

Potentilla 

Duchesnea 

Agrimonia 

Desmod1um 

ミド リノヽ コベ

ノミノフスマ

ミツバアケビ

イヌガラシ

イヌナズナ

チダケサシ

モミジ イチゴ

バライチゴ

フユイチゴ

キジムシロ

オヘピイチゴ

ヘピイチゴ

キンミズヒキ

ヌスビト ノヽギ

6
 ，

 

5
 ，

 

4

8

4

 

9

9

9
 

3

3

4

3

1

9
 
5, 9 

8

9

 

9

9

 

6

7
 

9

9

 

6

5

6

6

 

9

9

9

9

 

4

4

5

3

 

ミミナグサ 3, 4, 7, 9 

ツメクサ 6, 7, 9 

ニリンソウ 3 

ウマノアンガタ 3 

キツネノボタン 6, 7 

1, 2, 5, 9 

トキワイカ リソウ I2 

Menispermum コウモ リカズラ 3, 6 

Corydalis ムラサキケマン 3, 6 

ミヤマキケマン 5 

，
 

タネッケバナ ， 
ヤマタネ‘・ソケバナ 7 

4

3

5

5

2

 

ミヤマフユイチコ-I 2 

2, 3 

4, 5, 9 

ャプヘビイチゴ I 5 

，
 

｀
 

4

6

 

Kummerowia ヤハズソウ

Pueraria クズ

Oxalis カタハミ

Mercurial is ヤマアイ

Cay ra tia 

Ampelopsis 

Hyper1cum 

Viola 

Aralia 

Hyd rocoty le チド メグサ

Osmorhiza ヤブニンジン

C ryptotaen ia こ ツノゞ

Chamaele 

Oenanthe 

Lysimachia 

Trigonotis 

AJuga 

Glechoma 

Prune Ila 

ャプガラン

ノブドウ

オトギ リソウ

ヒメ オト ギリ

サワオトキ リ

ッポスミ レ

タチッポスミ レ 7, 8 

オオタチッポスミ レ 3, 4, 6, 8 

アオイスミレ

スミレサインン I 2. 3 

マルノゞスミレ I 3. 7 

アリアケスミレ 8 

スミ レ 8 

ノジスミレ

ウド

セントウソウ

セリ

オカ トラノ オ

コナスピ

キュウリグサ

ミズタビラコ

キランソウ

カキドオシ

ウッポグサ

Clinopodium ヤマトウパナ

Mos la 

3, 4, 5, 6, 9 II Mimulus 

Mazus 

Veronica 

Justicia 

イヌコウジュ

ミゾホ オズキ

ムラサ キサギゴケ I3. 4, s 

トキワハゼ

9

9

 

，
 

8
 

，
 

8
 

，
 

,

7

 

7
 

，
 

,

6
 

8

4

5

8

,
 

4
 

9

9

9

9

 

，
 

3
 

4

3

3

3

2

9

6

7

8
 

5
 

，
 

，
 

8
 

9

9

,
 

7
 

9

9

 

，
 

7

8

9

6

 

，
 

5
 

9

9

9

 

，
 

8

6

6

9

7

6
 

ヽ

9

9

9

9

,

4

7

3

3

6

3

3

3

8

4

6

5

4

3

3

,

9

7

 

3
 

，
 

タチイヌノフグ リ 5, 9 

キツネノマゴ 4,5,7,8,9 
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<
 

,μ' 
名 種和名 調種地番号 J函 名 種和名 調杏地番号

Phryma ハエドクソウ

Plantago オオバコ

Paederia ヘクソカズラ

Damnacanthus アリト~~ オシ

7
 ，

 

6
 ，

 

5

9

2

 

9

9

9

 

3

4

5

1

 

Galium 

Patrinia 

Valeriana 

Actinostemma ゴキズル

Codonops is 

Eupatorium 

Sol idago 

Aster 

Erige ron 

Gnaphalium ノヽハコグサ

チチコグサ

Sieges beck ia メナモミ

Bidens センダングサ

Artemisia ヨモギ

オトコヨモギ

Petas ites 

Ci rs ium 

A ins liaea 

Lapsana 

P1cr1s 

Youngia 

Taraxacum 

Lactuca 

Prenanthes 

Typha 

ヒメョッパムグラ 3, 9 

オトコエン 2, 4, 8 

ツルカノコソウ 4, 5, 6 

ツルニンジン

ヒヨドリパナ

サワヒヨドリ

ユウガギク

ゴマナ

ノコンギク

ハルジオン

ヒメジョオン

アレチノギク

オニタピラコ

オオジシバリ

アゼトウナ

オオニカナ

ガマ

6

8

5

8

 

アキノキリンソウ I8 

，
 

＇ 
8
 ，

 

9

8

5

8

 

Sasa チマキザサ 1, 2, 3 

Agropyron カモジグサ 4 

Brachypodium ヤマカモジグサ ， 
Poa スズメノカタビラ 2, 4, 6 

オオイチゴツナギ 4. 6, 7 

Eragrost,s 

Agrost,s 

Alopecurus 

Phalans 

Setaria 

Digitar,a 

Oplismenus 

Paspalum 

Zoys ia 

Arthraxon 

M iscanthus 

3, 4, 5, 6, 7, 8 II Cyperus 

オオアレチノキク I5 Carex 

8 

7, 9 

7 

7,8 IIPinellw 

3, 6 II Commelina 

3, 4, 5, 7, 8, 9 II Juncus 

8
 

4、6,8 

カンサイタンポポ I7 

8
 `

 

7
 ’

 

6
 ｀

 

8

4

2

 

Crassocephalumベニバナポロキク I7 

，
 

Luzula 

Oph 1opogon 

Smilax 

Dioscorea 

Ins 

カゼクサ

ヤマヌカポ

スズメノテ ソポウ I4 

クサヨシ

アキノエノコログサ I4 

メヒンバ

チジミザサ

スズメノヒエ

ノシパ

コブナグサ

ススキ

ヒメクグ

アゼスゲ

アズマナルコ

ニンノホンモンジスゲ 1 2, 4, 5 

ジュズスゲ

スズメノヤ リ

8
 ，

 

3
 ，

 

4

2

 

3
 

7

9

 

，
 

，
 

，
 

7
 

6
 

'
 

,

6

,
 

5

9

6

 

，
 

,

5

,

＇ 

3

9

,

7

5
 

4
 

9

9

9

9

 

4

2

9

7

,

4

7

4

9

 

3
 

4, 5 

カラスピシャク 5 

ツユクサ 1, 3, 5, 6 

イ 2,5, 6 

1、2

フ キ 4, 5, 7, 8, 9 II He Ion iops is ンョウジョウバカマ I1. 2. 3 

ノアサミ 3, 8, 9 II Hemerocallis ノカンゾウ I 4 

キソコウハグマ 1, 2 II Streptopus タケンマラン 6 

コオニタビラコ 6, 8, 9 II Polygonatum ナルコユリ 1, 2 

コウゾリナ 4, 8, 9 II Disporum チゴユリ 1, 2 

ホウチャクソウ I 6 

ジャノヒゲ

サルトリイバラ I 1, 2 

ヤマガンュウ

タチンオテ｀

ヤマノイモ

シャガ

3
 ，

 

2

6

2

 

9

9

9

 

1

3

1

5
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研 究 所 要 項

I 事業概 要

1.調査研究・整備事業

ィ．朝倉氏遺跡発掘調査

第37・ 38 ・ 40次調査

ロ．環境整備

屋敷跡（下城戸、出雲谷、赤渕地係）、

下城戸外濠、館跡前整備、固路造成

ハ．古文書調査

2.他機関への指消・協力

イ．調査 ・整備

0豊原寺跡 （丸岡町） 7 ～ 10月 小野 ・南

0柚山城跡 （南条町）6月 藤原

0小丸城跡 （武生市） 6月 藤原

0若狭国分寺跡 （小浜市） 6月 藤原

0薬師塚遺跡 （三国町）10月 小野

0緑のデーターバンク調壺 藤原

0近世社寺調在 吉岡

0福井県窯業誌調査 水野

0福井県史調壺 藤原 ・小野・ 吉岡 ・南

ロ．その他

0 「よみかえる戦固一埋もれていた城と館」

4月～ 6月 名古屋市博物館

〇「福井県出土の中世掏器展」

6 • 7月 福井県陶芸館

0 「日本の遊戯具」

1月 (1981) 熱田神宮宝物館

3.朝倉氏遺跡調在研究協議会

1980年11月28・ 29日 於福井

「朝倉氏遺跡発掘整備第 3 ・ 4次計画の

変更について」

4. 特別史跡内現状変更申請について

申請件数 11件

主な理由と面積

家屋の新 ・増・改築等 120m' 

菜閑•森林伐採、その他 2437m' 

発掘 ・環境整備 8250m' 

計 10807m'

II 予算

発掘調査跨 3,400万円

III 組織規定

福井県教育委貝会行政組織規則 抜茉

（昭和46年 6月1日

福井県教育委員会規則第 5号）

改正 昭和46年12月23日教委規則第12号

昭和47年 4月1B教委規則第 3号

昭和47年10月24日教委規削第 8号

第二節 出先機関 （設憤名称等）

第13条 出先機関として、支局、へき地、

複式教育事務所、特殊教育推進事務所

および文化財事務所を罹く 。

2. 出先機関の名称、位罹および所管区

域は、次表のとおりとする 。

機関の
区分

名称位罹所管 区 域

文化財
幅井県教育庁 輻井市（特別史跡

事務所
朝倉氏遺跡調 福井市 一乗谷朝倉氏遺跡

査研究所 の指定区域）

（出先機関の所掌事務）

第15条 各出先機関の所掌する事務は、

次表のとおりとする 。

機区関分の 所掌事務所

1. 史跡の発掘および発掘技法

の研究に関すること 。

2 史跡の環境整備および遺構

修崇の研究に関すること 。

3 史跡の出土品の調査および

研究に関すること 。

4. 中世史の研究に関すること。

附則 （昭和47年4月1日教育委員会規則第 3号）

この規則は昭和47年 4月1日から施行する 。

N 職 員 （昭和56年 3月31日現在）

環境整備費

研究所竹

計

1,500万円

84万円

4,984万円

氏名 官 職

藤原武二 教育庁技術職員 所長 造橙l
水野和雄 教育庁技術職員 文化財調査員 考古

小野正敏 教育庁技術職員 文化財調査員 考古

岩田隆 教育庁技術職員 文化財調査員 考古

吉岡泰英 教育庁技術職員 文化財調査員 建築

南洋一郎 教育庁技術職員 文化財調査員 考古

伊藤正敏 教育庁技術職貝 文化財調査員 歴史

吉越強 事務補助員

加藤吉則 調査補助員

辞殿・1980・ 10月水藤真 国立歴史民俗査料館に転任
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PL. 1 

第40次調査遺構 （東南から）

第40次調査 （パンドコ・染付碗•青磁皿・白磁皿・灰釉皿）



PL. 2 第40次調査・遺構 (1)

発掘区全景 北東から

発掘区東半 南から



PL. 3 第40次調査・遺構 (2)
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PL. 4 第40次調査・遺構 (3)
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PL. 5 第40次調査・遺構 (4)
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PL. 6 第40次調査・遺構 (5)
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PL. 7 第40次調査・遺物 (1)
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PL. 8 第40次調査・遺物 (2)
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PL. 10 第40次調査・遺物 (4)
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PL. 11 第40次調査・遺物 (5)
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PL. 12 第40次調査・遺物 (6)
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PL. 13 第40次調査・遺物 (7)
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PL. 14 第37次調査・遺構 (1)

第37次調査遺構全景 東から

同 上 北から



PL. 15 環境整備 (1)

下城戸外濠跡整備状況 東力‘ら

下城戸導水路工 東北から



PL. 16 

出雲谷建物跡整備状況
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PL. 17 花粉分析調査 (1)

花粉分析・植生調査地航空写真（昭和51年 8月25日撮影）



PL. 18 花粉分析調査 (2)

花粉分析・植生調査地 1 • 2 • 3 • 6 • 7 北から

.. -

花粉分析・植生調査地 6 北から



PL. 19 花粉分析調査 (3)

花粉分析・植生調査地 10 西北から

花粉分析・植生調査地 4 西北から

花粉分析・植生調査地 8 西北から



第 1図 発掘調査・環境整備位置図
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第 2図 第40次調査・遺構全測図
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第 3図 第40次調査・ 遺構 (1)
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第 4図 第40次調査・ 遺構 (2)
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第 5図 第40次調査・ 遺構 (3)
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第 6図 第40次調査・遺構 (4)
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第 7図 第40次調査・遺物 (1)
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第 8図 第40次調査・遺物 (2)
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第 9図 第40次調査・遺物 (3)
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第10図 第40次調査・遺物 (4)
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第11図 第40次調査
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第12図 下城戸外濠跡整備図

下城戸」．畠

゜
20M 
」

柏ダ力

笠`
．必
ン蒻
・

サバ
パ
げ

3 -0 0 

-
2
L
?
L
2
-

1

1

1

 

二
-A' 

1 3 0 1 4 0 

7 -- ~ -- -
＇ .' ’ • 1 
＇『

i - : 

ーナ’――」---』
上

4 0 3 _g_ I 6 0 二
-8
--

28

-8
-6
-

-
1-
2

-14
-

r
,
J
 ロ」r' 

r --._ ＿＿＿ 

口「し— - -----'7 
L ______-」

□ 
，ベン チエ図



第13図 出雲谷屋敷跡整備図
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第14図 朝倉氏遺跡周辺植生図
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第15図
-プ

花粉分析調査地位置図
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第16図 優占植物図 (I)
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第17図 優占植物図 (2)
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第18図 樹木・草本花粉割合図
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第19図 花粉分析結果一覧表

＼Polle99 and Spores 番、号

土 中 花 粉 空 中 花 粉 水中花粉

i 

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 

Ginkgo 0 3 0.2 0.8 0.3 0 2 0.6 0.3 0.5 0.3 
Ab1es 0.3 0.3 0.3 
Pmus 35.1 4.8 4.8 4.5 6.1 4.2 36.9 10.6 11. 2 24.3 5.7 0.9 0.7 1.4 4.8 0.9 2.8 4.1 2.4 19.7 7.3 
LarlX 0.3 0.3 0.3 0.2 
Tsuga s1ebold11 0.2 0 2 0 3 
Podocarpus 0.5 0.2 

Cryptome r,a 42.7 47.6 53. 7. 47.7 71.0 73.5 45.2 62 4 56.1 36.3 57.5 67.3 63 5 20.5 61 4 53.6 50.0 47.6 17.6 53.3 59.4 
T.C.T 0.7 1.1 4.2 0.2 0 5 1 5 0.4 3.2 5.7 3.7 5 2 1.8 8.6 7.9 10.8 5.8 1. 7 1.0 2.8 
Sciadopitys 0.3 
区 AP-l (NJ 284 223 271 190 229 413 369 359 187 262 267 237 214 117 238 134 224 209 66 301 249 

(%) 77.8 53.1 59.6 56.4 77.4 77.9 83 5 74.7 67.7 63.8 69.7 72.2 69.7 23.9 76.0 62.4 63.9 57.5 22 6 74.9 70.4 
MyrlCa 0.2 0.3 
Jug !ans 0,2 0.2 0.3 0 2 0 5 0.4 0.7 0.3 0.3 0.3 1. 2 1.3 0.9 2.6 0.6 0.2 0 3 
Pte roe a rya 0.2 0.2 

Sahx 1. 4 1.2 0.2 0 6 0.7 0.8 1.2 0.3 0.3 0.4 0 6 0.3 0.5 
Alnus 1 4 2.9 1.8 0.9 1.0 1.1 0.8 1.8 0.5 0 3 1 3 0.8 0 3 2.3 0.9 0.3 1.3 0.3 

Betula 0.3 0.5 0.2 0.2 0.4 0.7 0.5 0.4 0.3 0.6 0 6 0.2 

Carpmus 1.0 0.2 0 6 0 3 0.6 2.9 4 3 4.7 1.0 1 6 1.6 8.3 5.5 2.2 0.3 0.5 1.4 
Corylus 0.7 0.2 0.2 0 2 0.4 0.5 

Castanea 19.1 3.7 1 4 0.7 1.1 0.7 1.5 1.1 0.2 3.4 0.3 0.3 1. 7 1.3 4.7 
Castanops is 0.7 0.2 0.3 0.2 0.2 0.2 0.3 0.5 
Fagus 0.3 0 3 
Cyc lobalanops 1s 1.0 0 2 0.3 1.4 0 2 0.6 0.4 0.5 0.8 0.6 1.0 46.1 1. 9 1.4 0.3 0.3 0.3 0.5 0.3 
Lep1dobalanus 0.8 2.6 0.4 0.3 0.3 0.7 3.0 1 7 5 3 4.5 2.1 3.2 1.0 4.0 2.8 2.8 2.3 0.3 1.8 0.8 
Aphananthe 0.3 0 2 1.0 

Celt,s 0.3 0.2 0.2 0.4 0 4 1. 0 0.3 0.7 1.2 1. 9 3.1 1. 1 0.2 0.6 
Ulmus 0.4 

Ze lkova 1 1 1. 2 0.2 0 9 5.5 1.6 0.9 1.0 0.7 2 2 2.3 1.5 1.3 2.7 2.9 3.7 4.3 0.8 1.0 0.6 

Moraceae 0.2 0.7 0.3 0.3 0.4 0 3 0.5 0.9 0.6 0.2 0.3 
Hamamelis 0.3 

Corylops1s 0.3 

Sap,um 0.3 0.3 
Rhus 9 0 l 2 0 2 :,.4 0 3 0 3 0 3 
Acer 0.5 0.8 0,2 1. 5 0.3 1.0 1.8 0.6 0 3 0.2 0.8 
Ilex 0.4 0.3 0.6 0.7 0.2 
Araliaceae 0.5 0.2 1.2 0.3 0 2 0.5 0.6 0.7 5.2 0.3 0.7 1. 7 
Er1caceae 0.3 0.2 0.2 0.3 0.3 0.2 
Symplocos 0.3 
L1gustrum 0 3 
We,gela 0.7 0.2 0.2 0.3 0.6 3.1 
Mal lotus 0.2 0.2 0.3 1 0 

Prunus 0.6 0.3 
~ AP~ 2 (N) 57 141 36 20 30 33 24 54 19 92 72 39 31 317 50 48 90 34 13 36 45 

（％） 15.6 33.6 7.9 5 9 10 1 6.2 5.4 11 3 6 9 22.4 18.8 11. 9 10.1 64.7 16.0 22.3 25.6 9.4 4.5 9.0 12.7 

:Z: AP (N) 341 364 307 210 259 446 393 413 206 354 339 276 245 434 288 182 314 243 79 337 294 
(%) 93.4 86.7 67 5 62.3 87.5 84.1 88.9 86.0 74 6 86.2 88 5 84.1 79.8 88.6 92.0 84.7 89 5 66 9 27.1 83 9 83.1 

Pers1car1a 0.3 0.3 0 2 2.8 0.2 
Polygon um 0.3 
Rumex 1.0 1.8 0.2 0.3 
Caryophy l laceae 0.3 0.3 0 2 0.3 

Chenopod1aceae 0.5 0 4 0.3 1.1 0.2 0 5 0.4 0 3 0.3 0.3 0.5 0 3 0.3 0 3 0.2 
Thal,ctrum 0 2 0.2 0.3 
Sangu,so rba 0.3 0.3 0.3 
Crus,fe rae 0.2 0.3 0.3 

Umbelliferae 0.2 0.3 
Carduoideae 0.9 3.9 0.2 1.0 1.4 0.5 0.5 0.9 3.9 0.2 0.3 4.1 0.2 0.6 
ArtemlSla 1 9 0.2 1.5 20.4 0.3 1.5 1.1 1.3 1.8 1.2 0 8 0.3 6.3 0.6 Q.3 0.5 1. 1 0.3 0.5 1 1 
C 1cho rio 1deae 0.2 0.6 0.2 0 4 0.3 0.6 0.3 
Gramrneae 2.7 1.5 4.0 3.9 1 1 0.9 2 6 7.1 13 4 6.1 3.1 2.1 4.9 4.4 3.3 3 2 4 2 2.5 2.4 2.5 6.4 
Spargan1um 0.2 
Typha 0.2 0.2 2.5 0.2 2.8 66.8 3.2 
Cyperaceae 0.3 0.9 0 6 0.3 0.2 0 7 0.2 I I 0.2 0 5 2.5 0.7 2.0 0.3 2.8 0 9 17.8 0.7 0.5 3 7 
Just1c1a 0.9 0.4 0.3 0.2 
Fagopy rum 0 2 0.5 
R,bes ? 0 2 
Sax 1 flag a 1 0 2.1 0.4 
ミ NAP (N) 18 ll 41 101 10 18 26 47 51 42 29 37 53 43 14 15 24 111 207 33 44 

(%) 4.9 2.6 9.0 30.0 3.4 3.4 5.9 9.8 18.5 10.2 7.6 11. 3 17.3 8.8 4 5 7.0 6.8 30.6 70.8 8.2 12.4 
Tetrads Pollen 0.2 1.8 
Tr1colpate Pollen 0.2 

Tr1colporate Pollen 1.4 1.5 0 9 1.2 1. 7 0.4 0.2 3.4 0.5 1. 9 2.6 2.4 2.2 7.4 2.6 0.8 1.2 2.0 
I FP (N) 5 7 4 4 5 3 1 

゜゜
14 2 12 8 12 7 16 ， 3 

゜
5 7 

(%) 1. 4 1 7 0.9 1.2 1. 7 0.6 0.2 

゜゜
3.4 0.5 3.7 2.6 2 4 2.2 7.4 2.6 0.8 

゜
1.2 2.0 

Hymenophy l laceae 0.2 
Lycopodrnceae 0.2 0.2 0.3 0.7 2.3 0 3 0.3 0.2 0.3 
Se lag me l laceae 0.2 
Osmundaceae 5.0 0.9 0 3 0.7 0.2 2.5 0.3 0.4 0.8 0.3 0.2 0.7 
Po lypod iaceae 0 2 0.3 0.3 
Pte r 1s 0.3 0.3 
Monolete spore 3 1 20.6 4.4 4.7 10.2 2.7 1. 7 5.8 0.3 0.6 0.3 0.2 0.3 0.9 1 1 1.8 5.6 0.6 
Trilete spore 0 3 0 7 0.7 1.8 2.4 1. 7 0 7 1.1 0.2 0.3 0.3 0.5 0.6 
:Z: FS (N) 1 38 103 22 22 63 22 20 19 1 13 3 1 1 4 2 4 6 6 27 ， 

(%) 0.3 9.0 22.6 6.5 7.4 II. 9 5.0 4 2 6.9 0.2 3.4 0.9 0.3 0 2 1.3 0.9 1.1 1. 7 2.1 6.7 2.5 
I Pollen & Spores(N) 365 420 455 337 296 530 442 480 276 411 383 328 307 490 313 215 351 363 292 402 354 
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